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１．はじめに 
一般的に初等教育から中等教育や高等教育に進めば進むほど教育の中身が濃くなると思うの
は当然のことであるが、日本の教育制度で特徴的な点は教育の密度が小学校が一番高くて、中学
校、高校、大学と進むにつれて密度がどんどん下がっていくということである。小学校の低学年
ではひらがなや算数といった日本人として日常生活を送るための最低限の知識を習得する。小学
校や中学は日本では義務教育となっており、すべての人が修了しなければいけない課程である。 
それに対して高校や大学は希望制であり、希望しなければ行く必要のない教育機関である。し
かし、高校は現在ではほとんどすべての日本人が進学するという事実があり、義務教育に近い教
育課程となっている。 
大学に入るためには入学試験があり、高校ではやはり、希望の、しかも人気のある倍率の高い
大学に入学したければ受験勉強をしなければならない。この受験勉強は高校で勉学に専念すると
いう高校生にとって勉学に対する大きな動機付けとなっている。 
大学という教育機関に目を向けてみると、全般的に言えば、入学試験をパスして後は卒業に必
要な単位を取って就職を決めてしまえばそれでよいという傾向が大学生には強いのではないか
と思われる。就職といえば、ここ１０数年に渡る日本経済の沈滞による不景気によって、大学生
の就職に対する考え方も変わってきているようであるが、大学における在籍期間中に猛勉強しな
ければならない、という雰囲気は日本全国のどの大学においてもないのが実状と言わざるを得な
いのではないだろうか？ 
 
２．資格取得の時代 
日本の不景気が大学に進学する高校生に与えた大きな変化といえば、就職に有利な資格の取れ
る学部や学科の選別と、大学においては大学生の資格取得のための活動の増大である。 
大まかに言ってしまえば、大学の学部や学科を大きく分けているのが、今も昔も「理系」と「文
系」であるが、現在の不況下にある日本において大学卒業後の就職のことを考えると文系は圧倒
的に不利な状況であるといえる。特に、文学系等の人文社会科学の分野では取得できる資格とい
った観点から見ると悲惨ともとれるような環境であろう。 
好景気の時代であれば、企業や会社は大学を選別する基準はそれこそ大学や学部や学科といっ
た大まかなものであったが、不景気により大学の卒業生を多数雇用できなくなった企業や会社は
卒業時の成績証明書よりも、より客観的で具体的、そして実践的な「資格」といううものを求め
るようになったのである。 
 
３. 語学の資格 
語学の分野でも資格というものが重要視されるようになってきた。英語には昔から「英検」と
いうものがあるし、最近では TOEIC が流行である。かつてのようにどこそこの大学の英文科を
出ました、というだけでは英語の能力は評価されない時代となってきている。TOEFL という試
験もあるが、これは正式には Test of English as a Foreign Languageという名称で、主にアメリカの
大学等に留学する際に大学の授業に追いついていけるだけの英語力を持っているかどうかを判
定する目安として留学生に課される試験である。 
それに対して、TOEIC は日本で生まれた試験であり、就職の際に企業がスコアの提出をもと
めたりするものである。もちろんスコア（＝点数）が高ければ高いほどビジネスの英語力がある
と判断される。大学の授業にも TOEIC対策のものが数多く開講されるようになっている。 
TOEICやTOEFLで何点以上取れば大学の授業は出なくても良いという大学さえある。しかし、
大学の英語の授業は多様性があるから意味がある。TOEICや TOEFLのスコアが企業に就職する
際や留学する際に利用されているからといって、大学の英語の授業がすべて TOEIC や TOEFL
対策になってしまったらどうなるだろうか？そのような考え自体が無意味なことは誰もが分か
っているのでそのような大学が日本には一校たりとも存在しないことは救いであるが、すべての
授業を TOEIC にすることに近い考え方を持っている大学もあるようである。しかし、それは極
端で間違った考え方である。TOEICや TOEFLの試験に出てくる読解の文章の長さも非常に短い
ものであるし、またその内容もある分野に偏ったものが多い。例えば、長い文学作品を読んで内
容を把握できるかというようなことは一切問われない。また両試験とも speaking の能力なども
測定することはできない。 
結論的に言えば、語学に限らず、大学が資格試験に合格したり、高得点をとるためだけの試験
準備校になってはいけないというのが、資格取得に対する基本的な節度のある考え方である。 
 
４. 評価 
学生の評価について、大方の大学の教官の成績の付け方等を見ると厳格さを欠いていると言わ
ざるを得ない。成績の付け方というよろもむしろ試験自体が甘い傾向がある。試験を行わずにレ
ポート提出等のように細かい点数による成績評価そのものを行わない教官も多数見られる。評価
に使われる評語も１００点満点中の何点ではなく、優良可不可や ABCD などの４段階であった
りするが、中学や高校の教科の試験がレポート提出であったり、４段階評価であったりすること
は考えられないことであり、大学のように専門性の高い内容を取り扱う教育課程であるならば、
一番厳しい成績評価が行われて当然であるにもかかわらず、実際にはそのようになってはいない
のが実状である。 
前述のように、日本の長期に渡る不景気によって大学において資格取得が重要視されるように
なった背景には大学におけるこのような甘い成績評価も影響していると考えられる。企業や会社
の人事担当者も大学の成績証明書があまり当てにならないことを見抜いているのである。 
 
５. 改革 
ここまで教育と評価について現在の日本の大学の問題点を中心に述べてきたが、このような問
題点が存在することについて既に気付いている大学の教員も中にはいるであろうが、そのような
問題点を改善しようと何か努力することは困難を伴う仕事である。 
まず、例えば成績評価の厳正化に対する取り組みは一人や少数の教官の努力では成功させるこ
とは極めて難しい。大学全体としてすべての教官が成績評価の厳正化に取り組まなければ効果は
上がらない。 
大学の評価を高めることは至難の技であるが、やはり基盤となる教育の改革がなければ多くの
受験生があこがれて入学を志す魅力ある大学作りは困難である。 
 
６. まとめ 
 世の中で一流と称される大学は日本にもいくつかあるが、それらの大学を見てみるとやはり
入学するのが難しいだけではなく、社会に出て影響力のある仕事をしている卒業生が出ている大
学である。要するに大学在学期間中にどれだけ中身のあることをするかが重要であって、「中身」
とは文字通り教育内容のことであり、教育内容を充実させる一つの方法として成績評価の厳正化
が今大学に求められる大きな目標である。 
